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 Ａ   ほぼ達成  （８割以上）                   ※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評 
                      価懇話会を開催し、学校自己評価を踏まえて 
                      評価を受けた日とする。   

 Ｂ   概ね達成  （６割以上） 

重 点 目 標 

 
１ 基礎基本を重視し、確かな学力の育成及び体力の向上を図る。  
２ 個に応じた進路指導を充実させ、多様な進路希望の実現を図る。 
３ 自主自律の精神と規律を重んじる態度を育成し、豊かな心を育む教育活動を推進する。 
４ 地域連携事業を推進し、生徒の社会性及びコミュニケーション能力を育む。 

 
 
 
 
 
 

 
出席者  学校関係者               ４名 
  
              生徒                            ５名 
  
     事務局（教職員）    ６名 

 
 
 
 
 
 
 

 Ｃ   変化の兆し （４割以上） 

 Ｄ   不 十 分  （４割未満） 

   
     ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

 ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
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学 校 関 係 者 評 価 

年    度    目    標 年  度  評  価 （２月１日 現在  ） 実施日 令和８年２月９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策 
学校関係者からの意見・要望

・評価等 
 
 
 
 
     
 １ 

〈現状〉 

 生徒たちは概ね意欲的に授業を受

けているが、授業の理解に少しサポ

ートが必要な生徒も見受けられる。

今年度で全学年に1人1台タブレット

端末が導入されることになる。 

〈課題〉 

すべての生徒にとって質の高い学

びを提供できる授業研究及び1人１台

端末を活用した授業の工夫が必要と

なる。 

 
 
 
 
生きる力
と確かな
学力の定
着 

①「主体的・対話的で深い学び」の授
業実践と授業研究を積極的に行い、
教員の授業力を向上させる。 

②すべての生徒にとってわかりやすい
ユニバーサルデザインの授業を実践
する。 

③タブレット端末を効果的に活用する
授業への発展・工夫に取り組む。 

④高等学校DX加速化推進事業（DXハイ
スクール）実施校として、デジタル
等成長分野を支える人材育成の取組
を行う。 

①②「授業に意欲的に取り組んで
いる」という生徒の割合が９０％
以上か。「先生の話や授業を理解
している」という生徒の割合が９
０％以上か。 
③全教科において、タブレット端
末が効果的に活用されたか。 
④デジタル人材育成のための取組
を実施できたか。 

授業において、生徒が「主体的・対話的で深い学び」を実践できた。
引き続き更なるＩＣＴ活用の推進を促し、より効果的な活用への工夫
改善を行う。 
①②基礎学力の定着と向上を実現させる授業を実践し、生徒アンケー
トで「授業がわかる」と回答した生徒の割合が９０．３％（昨年度８
３．５％）であった。 
②タブレット端末を活用した授業が多く見られた。今後も課題と工夫
改善を共有し更なる ICT 活用を継続して行う。 
④教職員に ICT 研修を年２回実施し、教職員のスキル向上に繋がった
。全校生徒対象の DX 講座を年２回実施し高大連携が行えた。６名の
生徒が、１２月に開催された埼玉県の探究活動発表会においてポスタ
ー発表を行い、探究活動の成果を発信することができた。 

 
 
 
 
 
A 

基礎学力の定着と向上において、効果
的なＩＣＴ活用が重要である。今後も効果
的な活用方法等を情報共有し、教員の
連携強化をしていく。さらに次年度は基
礎学力の向上のために、教育課程の検
討等を行っていく必要がある。教科等横
断的な学びを含めた、教員の授業意識
を高める取り組みが検討していく。 
DX関連取組は今年度の目標は概ね達
成できた。次年度は、教員が主体的に
推進できる環境整備を行い、体制を構
築する。 

ICT活用はよく進められている。教職員
が生徒に向き合う姿勢が非常によい。
ICT活用が目的化しないように、必要
に応じてノートや筆記を活用していく。
生徒アンケートで「意欲的に取り組ん
でいる」が９１．８％で「学力の定着・向
上が見られる」が７５．６％であり、生徒
自身が学習の到達を数値で把握でき
る仕組みを検討するとよい。DXハイスク
ールとしての取組は非常によい。更な
る環境整備にも期待している。 

 
 
 
 
 ２ 

〈現状〉 
 早期から組織的な丁寧な進路指導

が行われ、ほとんどの生徒が自らの

希望や適性に応じた進路指導が行わ

れている。 

〈課題〉 

 多様な進路実現に向け、今後も進

路活動を充実する必要がある。保護

者との連携強化及び、教員向けの進

路研修会の実施など、生徒の進路意

識を高める方策が必要である。 

 
 
個に応じ
た進路指
導の充実
と保護者
との連携
強化 

➀早期から組織的な進路指導を継続し
、個に応じた多様な進路実現のため
最新の進路情報を生徒及び保護者に
効果的に発信する。 

②保護者向け進路説明会を行い、進路
指導の情報共有と協力を呼びかけ、
生徒の進路意識を高める。 

③教員対象の研修会を実施し、生徒の
進路実現に向けた個別指導や面接
指導を充実させる。 

①生徒及び保護者に対し最新の情
報提供ができたか。進路掲示板等
が効果的に活用できたか。 
②「生徒の希望や適性に応じた進
路指導が行われている」という保
護者の割合が８０％以上か。 
③研修会を実施し、「生徒の希望
や適性に応じた進路指導が行われ
ている」という生徒の割合が８０
％以上か。 

段階的かつ個に応じた進路指導を行い、生徒自らが進路意識を高く持
つことができた。外部に最新の進路状況を発信することができた。 
①本校ＨＰへの掲載や進路通信の発行等により、最新の進路情報を外
部へ提供することができた。 
④５月に保護者向け進路説明会を実施し、早い段階で保護者との連携
ができ、他の進路行事等へも保護者参加を呼び掛け、家庭へ協力を依
頼することができた。生徒向けにも分野別ガイダンスや説明会や見学
会の進路行事を実施し、進路について適宜考えられるよう指導した。 
⑤教員対象の研修会を４月実施し、進路指導に活かした。 

 
 
 
 
B 

進路決定者は、大学及び短大３３名（昨
年３７名）、専門学校等５５名（昨年５２名
）、就職２６名（昨年３１名）である。次年
度も個に応じた指導を行っていく。 
生徒アンケートで「生徒の希望や適性に
応じた進路指導が行われている」の割合
が９５．１％（昨年８９．３％）と高い水準を
維持している。保護者アンケートでも同
項目が９２．１％となり、同じく高水準とな
った。 

生徒・保護者アンケートで「適性に応じ
た進路指導が行われている」が共に９
０％以上で素晴らしい。今後も丁寧な
指導を行い、進路先のミスマッチをフ
ォローするなど個に応じた指導を継続
してほしい。進路学習を通して、トライ
＆エラーできる環境を展開しつつ、最
終的な進路目標から逆算しての指導
をさらに展開できるとよい。 

 
 
 
 
 
 
 ３ 

〈現状〉 

 ほとんどの生徒は落ち着いた学校

生活を送っている。４月から、スマ

ートフォンと頭髪の校則を見直した

。多様な生徒が入学しているため外

部教育力を活用した個に応じた支援

が望まれている。 

〈課題〉 

 生徒が新ルールを自主的に守る指

導をしていく必要がある。多様な生

徒の背景を理解した上で、どう対応

していくかどう支援していくかを考

える必要がある。 

 
規範意識
の向上と
主体性の
育成 

①校則の見直しを継続的に行い、生徒
がルールの意義を理解しルールを主
体的に守る指導を行う。 

②生徒が部活動や学校行事等に主体的
に参加し、活躍できる場面を増やし
、成功体験を積ませる。 

①「社会のきまりやルールを守っ
ている」という生徒の割合が８０
％以上か。 
②部活動や学校行事等に、積極的
に生徒が参加し、活躍できたか。 

生徒の基本的生活習慣の確立することができた。 
①昨年度校則の見直しを行い、今年度も生徒会と共に携帯電話の行事
利用について見直しを行った。今後も、生徒の基本的生活習慣の確立
を図るとともに、主体的に規律を守る態度を育成していく。 
②生徒においては、体育祭を生徒主体で開催するなど、部活動や文化
祭など多くの場面で活躍した。 

 
 
 
B 

生徒アンケートで「社会のきまりやルール
を守っているにおける」の割合が９７．１％
となっている。保護者アンケートの同項目
は、９７．７％となっている。学年、指導部
、関係機関と保護者との連携強化により、
個に応じた支援を行えている。次年度も
継続して行っていく。今年度、防犯カメラ
を設置し、運用を含め次年度も検討して
いく。 
児童相談所、保健所等と連絡を密にとり
、市町村ともよく連携できた。次年度も、
各機関と連携してアプローチを行う。 

校則の見直しや文化祭で携帯電話の
利用を可能とし、その話し合いに生徒
も参加し検討できたのもよい。生徒、保
護者の規範意識も非常に高いので、
学校の規範意識についても社会情勢
との整合性を今まで以上に取れるとよ
い。SNSに関しては著作権法との法律
の線引きを示しつつ、生徒の主体的な
発信力を育てていけるとよい。生徒主
体の行事については、今後も継続して
取り組んでほしい。関係機関との連携
も十分で、手厚い支援を行うことができ
ている。 

 
個に応じ
た支援の
推進と組
織的な体
制づくりの
充実 

①教育相談計画のもと、早期発見、早
期対応を強化し、支援の機会を充実
させ、保護者と連携した支援体制を
構築する。 

②生徒情報を適切に共有し、管理職と
の報告・連絡・相談を円滑に行うこ
とで効果的な生徒支援につなげる。 

①巡回支援相談員やスクールカウ
ンセラー等の外部教育力を有効活
用し、個に応じた支援が適切に実
施されたか。 
②不登校者数、中途退学者数が減
少したか。 

個に応じた生徒への支援を提供することができ、全教職員で情報共有
と組織的対応ができた。 
①スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、関係機関と
連携することで、個の生徒に応じた支援を提供することができた。 
②生徒情報を全教職員で共有することができ、関係機関、行政とも連
携して指導にあたることができた。中途退学転学者数は昨年度の同時
期より約３割減少した。 

 
 
 
A 

 
 
  
 
 
 
 
 
 ４ 

〈現状〉 

 ＫＩＳＥＰ（北本市小・中・高相

互交流事業）や地域の交流事業への

参加等を行い、積極的な地域連携が

行われている。生徒募集も工夫を凝

らして行っているが、志願増にはつ

ながっていない。分校と学校行事を

中心に連携を図っている。 

〈課題〉 

 教員の負担に配慮しつつ、地域連

携等の行事を厳選・効率化する必要

がある。その上で、本校の強みや魅

力を効果的に外部へ発信する方策を

具体的に検討・実施する。さらに、

分校との更なる連携を推進し、共に

学ぶ教育環境を構築することが求め

られる。 

 
 
地域交流
の推進 

①交流事業の意義を踏まえ、北本市教
育委員会及び中丸小学校、市内中学
校と連携し、計画的かつ効果的に実
施する。 

②北本市役所、鴻巣警察署、北本市自
治会、北本市観光協会、地元ロータ
リークラブ、新規でものつくり大学
と積極的に連携し、地域交流、高大
接続強化する。 

①北本市教育委員会及び中丸小学
校、市内中学校と連携し、ＫＩＳ
ＥＰの計画立案、より良い活動が
実施できたか。 
②地域機関と積極的に連携・情報
共有ができ、効果的な地域交流及
び高大接続が図れたか。 

地域の期待に応える学校として、積極的に地域と交流することができ
た。 
①ＫＩＳＥＰ、７０万人体験活動を６月に中丸小学校で実施し、７月
と１０月に中学校で出前授業を実施した。地域の部活動指導に適宜参
加した。 
②８月には北本市議会の協力を得て、4名の生徒が模擬議会において
提案を行った。また、地域のお祭りやフードドライブ等の行事にも参
加した。12月には北本ロータリークラブ主催の「青春メッセージ」に
参加し、留学生との交流を通して地域の魅力を発信できた。 

 
 
 
 
A 

ＫＩＳＥＰをはじめとした地域連携は質、
回数ともに十分に実施できている。連携
先からの評判も非常に高評価である。次
年度も地域連携を充実させつつ、どのよ
うな方法がよりよいかを全教職員で検討
し、実行することが課題である。高大連
携は今年度２回、講座を実施した結果、
生徒が大学のイベントにも参加した。HP
やInstagramの活用では、迅速に学校情
報を発信することができた。保護者への
情報提供も順次電子化し、メール配信を
増やした。学校説明会では説明会の参
加組数、個別相談会の参加組数が共に
増加し、本校の魅力を発信することがで
きた。分校との交流は、多くの場面で交
流が行われた。次年度は文化祭の表彰
など合同で開催するなどの検討を行う。 

地域連携については、非常に地域と
密になって行えている。今後も小中学
校と積極的に連携してほしい。高大連
携については、DXハイスクール関連と
して非常によく行えた。大学による提
供だけではなく、生徒主体の取組や生
徒が「問い」を立てる学びへの発展も
期待している。現在のSNSやHPの発信
は効果的である。HPやメディア発信に
ついては、誰向けかということを意識し
てオーディエンスを分けて行えるとよい
。学校説明会や個別相談会では、丁
寧な対応がとられていることが分かっ
た。分校との交流については、インク
ルーシブ教育の素地が養われている
。今後も積極的な交流をしてほしい。 

 
 
本校魅力
の発信に
伴う効果
的な広報
活動 

①保護者や中学生、中学校教員等に向
けた学校公開の工夫や学校ＨＰ等の
更なる充実及び積極的な発信により
、本校の魅力を最大限に広報する。 

②北本分校と多くの場面で積極的に連
携し、豊かな人間性を育むとともに
お互いが尊重し合う機会を増やし、
共に学ぶ教育環境を構築する。 

①保護者や中学生、中学教員等の
参加者数が増えたか。アクセス数
が増えたか。メール配信数が増え
たか。 
②分校と有意義な情報共有が行わ
れ多くの場面で交流が行われたか
。 

新たな手法により、本校の強みや魅力を外部に発信することができた
。分校との連携も積極的に行った。 
①Instagramを活用し、迅速に最新の学校情報を外部に発信すること
ができ、さらに学校説明会及びミニ説明会の回数を増やし、さいたま
市方面での説明会も新たに実施した。 
②交流花壇の実施や体育祭や文化祭などの学校行事等を合同開催するこ
とで、共に学ぶ教育の機会を設けた。９月にユニバーサルデザインの職員
研修を実施し、２月にも実施予定である。 

 
 
 
B 


